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序

上新主主地区は、菅から土皆、石器の出土する所とし

て知られている遺跡の多い地繊の一つです。

この度、上新獄中学校改築に伴う、事前の発掘調査

を~lIi L、 縄文時代晩期のE匹、住居地を閤み傭円形の

楊木跡と推定される満跡が検出され、縄文時代から弥

生時代にかけての集落のあり方に問題を投げか砂てい

ます。湾跡の念容は次回の発鍬調査を待たなければな

りませんが、調査の実施に晶たっては学綬、地元関係

者の積駆的なと協力をいただき深〈感謝いたしており

ます。

とりあえず、概報としてまとめま したので、文化財

保護のため、さらには研究資耗として広〈活用されれ

ば事苔に存じます。

平成元年3月

歓回市教育要員会

文化振興課長 奥山良
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例言

1.本領報は重量田市上新鋭五十T字小林190の1に所在する上新続中学校遺跡の発掘調査概報で

ある。

2 本領事曜の執筆、編集は菅原俊行、安田忠市が行った。

3.遺物については東北大学の須康 隆氏より御盤示を"・.，t.:.o

4.遺跡の位置と立地は、 「上新猿中学佼遺跡とその周辺遺跡J (1973秋田市教育餐員会)の遺

跡の環境の文章を利用し、調査区順序を付け加えた。

5. it婦の平爾問、 土膚断種闘中のFは;t;器(片)、 51主石{碑)を示す.土製品実測閣の土偶の

ベYガラ付着館所、石器普賢測図の石鎖、 右量量、 鋸歯車量石器等の外形聞にはアスフアルトの付着衛

門時をそれぞれ示 した。

6.発揚調査による出土遺物、実測図、写真、その他は秋闇市教育安員会が保管する。



調査に至るまでの経過

中学校校舎は昭和29年に建てられた木造建築で以前から改築の針踊があ・3fGe新校舎の建築は平

杭隼に現校舎南側酬に予定され、 昭和榊に林道工事に伴う糊課長検出された西側沢訴

の姶て場に隣怨する地畿で、住底地と想定した地紙である。発掘調11'11昭和63年から平成2年まで

の3j均年計画とし、前庭部、体育館、校舎の場所の厳に発掘調査することとした。また、今回の調

査では、体育館のm西に品。tと伝えられている日吉八幡神社(駄国際指定文化財、 秋悶市j¥矯ー
丁目4-1)の存在を磁認することも調査目的0)-つで晶った。

(住1) r上新説中乍伎遺跡」 抹直工事 ・ 小グラ γ ド道成に伴う型車.~.発掘調査線告書、 19曲(稲和55) 年 3

月、秋悶市産業部、秋田市教背委員企

言同葺期間と体制

純資期間昭和63年6月13日-8月31日

調査主体者 秋田市教育委員会

調査担当者秩田市教育委員会

調査 員菅原俊行、 右郷関~一、 安岡d也市(秩間市量生育1i員会文化緩興課}

調査補佐員五十嵐芳郎 (紋回考古学悔会負)

司.1草作業員 相沢貞縮、藤原アイ干、徳山京子、佐藤bシ子、鎌田克子、佐藤スズ、呆 サヨ干、

佐田幸子、鎌阻 俊、若狭キミ子、石井ヤエ、石井タケ子、小柳綿子、佐渡芳枝、石

井スジエ、渡辺フミエ、泉ひめ子

事務員信太線

調査の方法と経過

校舎を中心に制1i.区を設定し、 任意の原点を決めて東西副首~t (磁~t) に義準線を作り、調査区全

体に大グリッ ド(40mx40m)を訟定し、寄らにその中に小グリッド (4mx4m)を設定し、単

位グリッドとした、大グリッ ドは (1-15)、小グリ ッドは東西 (X斡}に軍主宰 (I- 10)、

南北 (y紬}にアルファベット(A-J)を配L、その組み合わせで遺跡名 (KC)、大グリッ ド

番号、小グリッドの販に呼体することと Lk.

発掘誠査は、 % ~21;の日程で実胞は。階地の前倒は造成および校舎建築の際、即l平
され.芝を除去すると第2層となり、集石が擁認された。調査は緋土の関係で西側と来世1)に分け、

首側から始めた。西側では住居跡、土嬢襲、 土割高、満跡等が検出され、東側では使居跡、土割高等が

検出されたが、本E司王置の目的の一つである f白書神社Jに関連する遺練、遺物は蝶認されなかった。
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遺跡の位置と立地

遺跡の位置

遺跡は秩田市よ新袋五十丁字小林にあり、上新獄中学校を中心にした}帯である。秩回市街から

~tへ直線距離にして釣 9kmの地点で、秋田から土崎を通り、飯島字長野、飯田を緩て、秩田中央

交通パス停留所「上新績中学校総Jの斜wiの道路を受り切った標高約35m前後の南面する段丘上に

存在する。

遺跡付近の地形

上新斌地区は、太平山塊に源を発L日本海に注ぐ長さ約20k.mの新披)11<1)上流都に位置し、新紙

JlIとその支流の愛染川lとの細長〈三分した谷底平野と、それを挟むように分布する丘陵かち成る。

この上新誠丘陵は徳商6O-200mのかなり関析を受けた地形であり、この丘陵の末機を南西に涜れ

る新総川沿いには数段の段丘がみられる。五十T集務付近には上下2段みられ、fiAti倒析を受け
た様高ω-65皿、下段は40-50田で、約10mの比般的急な斜面で上段と区別される.しかL、!l!中

写真と地形図から判断すると、杉崎付近から五十丁集滞にかけてはすくなくとも上下3段の段丘が

確認でき、前述の上下2段の段丘のほかに線高25-30mの段丘が認められる。

遺跡付近の地質、土筆

遺跡付近の丘駿並びに段丘を構成する地層は、遜船主新郷3系中新世鉛川漕で、モ82には賂灰
~灰色泥岩およびシルト岩から成る夫徳寺庖が覆っている。天徳寺胸を覆うのは笹何層で、下認は

シル b岩ないし砂質シルト岩で上方に漸次砂質化し、上部は徴細粧の砂岩となる。この鮮新世笹陶

腐の上には寒風火山の噴出によるといわれる貰褐色の結土質火山灰土が堆積し、最上位には誕円擦

が混入する黒色土が覆今ている。これはL、わゆる高閲2続で、黒色の色調はそれ時ど強〈ない。一

次鉱物を見ると火山ガラスが縄入しており、火山灰が関係Lているものと推定される。現木図面は

シルト主体の沖撹層 {西山統}である。

調査における膚序は、調査区凶側の斜面 {沢部)は第1蔚が表土、第2膚が騎褐色土、 第3肩が

無錫色土、第4膚が暗黒褐色土、第5婦がローム膚である。第2、3腐は炭化物を含み、第3膚は

第2周よりも多い。第2、第3婦は遺物包含j層で、この層に集石が認められる。銅賞区東側は第I

膚が表土、第2膚が踏褐色土、第3縛が陥演稀色土、第4婚がローム層である。第2層に炭化物、

第2、3層には榛(小棟、中藤}を含み、第2膚が遺物包含廟である。

{注1】国土庁(土地骨領調査〉駄回 (5方舟のり 経続企画庁 1剖6年

(注2)向上
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遺構と遺物

検出温情

集石遺書耳、堅穴住府跡、土損益、土郷、機跡、炉跡、土鍛埋総量構等が検出された。

集右遺嫡

E司査区西側と東側の一都で検出された。調査区西側の集石は径 5-30聞の映で、 ~ 2 、第 3~画

より多量の遺物とともに倹出された。綱l!i:区東側の然石は径5-15cmの軍事で、9-5Hグリッド

を中心とする6x 5田の精円形の範闘の錦2漕より検出された。いずれも検出状況から棋を配した

形跡は認めちれなかった。

箆穴住居跡

3軒倹出された。 1号能居跡は潟遺区西側で検出され、規様、 プラソは不明である。ピットは多

数検出されたがま柱穴は不明である。~は亀床炉である。 2 号住居跡は潟l!i:区中央部で検出され、

規線、ブラ γ(，:1，不明である。主柱穴は4備で、経4か-60冊、深さ63-73冊である。炉は確認され

ていない。 3号住忠勝は調査区東側で検出され、線車庫、 グヲγは不明である。主柱穴は4備で、径

40-ω町n、深吉62-15叩 1である。炉は地床炉で、軍事が1個認められた。

土繍基

調査区西側でm車検出された。形態は締ドl形、小判形を皇L、焼線は割高口部長納最小が99cm、
最大がlおanで、 120四羽市I後のものが多、、。長軸方向は商ー北方向のものが多い。糧事E頭依につい

【漫り

ては人骨の出土はないが、昭和54年の林道工事、小グラソド造成に伴う発掘E埋まにおける土割高麗r'i

のベγガヲ検出例。、能代市拍手所買益等の例から、 I1号土機獲のベγガラは北酋都民位鉱Lてお

り、北西煩低と考えられる。

土繍

39~車検出寄れた。調査区商側に多く検出され、土割高益と区別される。 比較的小形で、円形を県す

るものが多い。

溝飾

3条検出された。 1、2号満鯨は絢査区中央部で、南東、北西方向に弧を備〈ように検出事れた.

2条平行Lているが、 1粂のみの部舟もある。制約3()(:m、確認aiiからの深きは約25cm、震はほぼ

垂直に立ち上がり、径1O-20cmの平担砲のある礁が畿際に立った状悠で検出された朝日分もある。

3母語障跡は調査区中央部の南側で検出され、 l、2号機跡に切られている。編60-1加cm、確2車部

からの深さ約10αnで、中に2条の小さな溝が認められる。

炉

潟l!i:区南側の第2111より E義検出された。石閥炉で、焼土が約2刷機積してレた。

土器埋蔵遺機

調査区西側の第3帰前より 1基検出された。口径39町、高さ49聞の潔鉢形土昔話が正立Lていた。
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(注1)r上斬説中学股遺跡J斡道工療、小グラYド造成に伴う緊急発掘髄葺報告. 1980 (昭和弱)年3

月 紋田市厳重部秋田市教育委員会

{注2)r拍子所貝嫁J 昭和U年秩田県文化財調査報告書第8聾核問県教育委員会能代市教曹養

員会

出土遺物

土器量、土製品、石昔号、右製品等で、日とんどが集石遺布陣からの出土である。

土器

主体は縄文時代晩期で、大綱B-A'式士総が出土L、中でも大綱C，、 A式土畿が多い。また、

少量ではあるが後期の士宮告も出土している。骨量形は探鉾形土様、受形土器、広回復形土母、釜形土

様、注目形土事告がみられ、 中でも鉢形土録、台付鉢形土鵠が!H、。

1は入組文が施される注目土器で、大潟B-BC式と考えられる。2-5は大洞C，-A式と考

えられ、 2は重量、 3は台付鉢、“主賓、 5は広口蜜である。

土製品

土偶、土版、再利用土製品等が出土してレる。

l、2は土偶である。 11:空中で、 書草分的にベソガラの塗布が認められる。 2は肢を曲げている

ようである。3は土版で、三角形を呈する。知j線で文様に施L、中央部に側面から孔が貫通Lている。

石器

石族、 石催、石匙、石働、 へヲ状石器、 輝総、 再6l1li、鎗歯縁石様、膚製石斧、独鈷石、石様、 石

剣、くぼみ石、熔石、飯石、石組、台石等が出土している。

1-3は石鎌で晶る。いずれも有茎で、 2、3にはアスフアルトが付着している。石貨は硬貨貰

岩である.4、5は石銭である。つまみ部を側広〈作り出し、維部は菱形を呈する。石賀は硬質貰

岩である。6、7は右匙である.6は縦耳目、 7は積車1で、7のつまみ部にはアスフアルトが付着し

てレる。石賀は硬質頁岩である。 8は石衝で、木費量形を昼する。両面加工で、石慣はE臣賞頁岩であ

る。9、10はX"面加工である。石賀は硬質頁岩である。11、12は鋸儲緑石拐である。阿蔚加工で、

上半舗にアスフアル トが付着している。石質は硬貨頁岩である.]J-16は勝製石斧である。13は小

形軍事製石斧である.百貨は凝灰岩である。17、18は独鈷石で、 18はほぼ完形品で晶る。石賀は凝灰

岩である。 19、20は石綜で、いずれも頭部に刻みを錯している。石質は航続岩である。 21、22石剣

で、いずれも板損晶である。 石賀It紡板岩である。

石.品

阿盤状石製品、石賀王等が出土している。

1-3は門銀状石製品である。偏平な石の周縁節を打ち欠いたもので、石貸は安山岩と考えられ

る。4、5は石置まで、 4は矧部を丸〈作り出し、5は版画が線形をなす。石賀は4が安山位、 5が

凝灰岩である。
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まとめ

本遺跡は昭和お年4月、 上新嫌中学校を建築する擦に縄文時代晩期の遺物が出土し、週初年8月

に一部発掘調査を実絡し、組石遺相障が織認されている。開和54年4-3月には校舎西側の林道工事

に伴う発掘調査 (A地区)が妥結され、 縄文時代晩期の集石遺構、 土割問基20進、土境4基が検出き

れ、同年9-11月には校舎北側の小グラソド造成に伴う発担臨調査 (B地区〉が笑施害れ、土横基74

4・'"義が検出きれている。

今随時潟:A区は校舎の前居室舗で、 本遺跡の南端協にあたり、昭和S4年調進A地区の東側隣接地で

ある。

遺師障については集石遺構、竪穴住居跡3府、土繍基17婦、土繍39基、欝跡3条、炉、土務理E綾遺

相官~1~が検出され、 集石遺構は昭和54年調査のA地区恰て場と考えてレる務東の端部にあたり前

述のように遺物の多〈はこの地区からの出土である。Jl穴住居跡は 1-3号館周跡とも平筒形は不

明であるが、 1号住居跡は炉を中心に倒むピッb群が柱穴であり、2号、 3号住居跡の主柱穴は炉

を中心とした対角線上の4本と考えられる。土機墜の形態は構内形10量産、小判形7基でま尭棋は繍口

部長軸最小鈎叩，-&大 13Scmの大きさでるる。長給方向は北ー西方向を示すもの15義と最も多く、

北東1基、南西1基である。土割高内に赤色顔料(ベγガラ)が検出されたのは11号土横議でベソガ

ラ I~北東部に位値する。 校舎玄関西脇から南東にかけて検出された弧状の平行する 2 本の遺跡はそ

の方向等から鯖円形を塁すると推定される遺院で、 市内御所野台地で掻恕された「地蔵田B遺品J
の梅木跡{溝跡)と類似するが、亀蔵剖B遺跡の務跡は筏2か~30冊、 深さ30-60叩の連続する柱

列で鱗策されており、 よ新説中学校遺跡の鴻勝は柱穴が様認されていないが、構聖書面に河原石が.II!

まれた状態で見られた。これは構築上の相自障か溝勝の期途の速いによるものかはっきりしない。

具体的には今後の調重量を待たな吋ればならないが、地蔵田B遺跡とともに縄文時代晩期後半~終

末を中心とするζの時期的集議のあり方を示俊する遺跡といえるのではないだろうか。

2 
(注キ)r依田新都市開発整備本軍関係思疎文化財発銀調査娘告書・ 地疎開B遺跡J 19路年 制;田市教

宵番員会

(注ij「秋関市上糊中抑制、梢エトjザラ γド造成に削緊急制調査報告書J I蜘年駄
田市産聾鶴、鉄田市教育書貝金
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聾石遺構 {凶~ )

図版1



治跡検出状況 ( i!!i~) 

漬物出土状況 土銭

図版2
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